
令和７年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立馬込東中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１） 成果 

 ・自然現象を視覚的に捉えるため ICT機器の効果的な活用や科学に関する話題・ニュース等を積極的に取

り上げた授業展開をすることにより、主体的に学習に取り組む態度を維持・向上させることができた。 

 ・基礎的な用語や結果の理解、基本的な計算の仕方など、既習事項についての復習を定期的に行うことに

より、自然事象についての知識・技能を定着させることができた。 

 ・実験結果の考察とその理由を積極的に問うことで観察力や推察力を高めることができた。 

 

（２） 課題 

 ・１学年は、授業中の発言が非常に活発であり、発問に対しての反応もよい。一方で、授業規律の乱れに

対する注意が必要であり、興味・関心の維持及び基礎・基本の学力の定着を図っていく。 

 ・２学年は、実験を行い、興味・関心を高め、実験を考察することで思考・判断・表現を高めていく。小

テスト等も実施し、基礎・基本の学力の定着を図っていく。 

 ・３学年は、小テスト等を繰り返し実施することによって重要用語の知識・技能や基本的な計算力を高め、

反復学習を徹底して知識等の定着を図る必要がある。 

 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第１学年 

 目標値に対し、知識・技能

で 3.4 ポイント下回ったが、

思考・判断・表現で 1.6 ポイ

ント上回った。 

  

第２学年 

 目標値に対し、知識・技能

で 2.8 ポイント上回り、思

考・判断・表現で同程度であ

った。 

 目標値に対し、知識・技能で

1.8ポイント下回り、他の観点

では 6.0～7.9ポイント上回っ

た。正答率は 2.2ポイント上回

っている。 

 

第３学年 

 目標値に対し、知識・技能

で 5.9 ポイント下回ったが、

思考・判断・表現で 1.8 ポイ

ント上回った。 

 目標値に対し、全ての観点で

2.7～5.4 ポイント下回り、正

答率も 4.7 ポイント下回って

いる。 

 目標値に対し、全ての観点

でほぼ同じ～4.3ポイント上

回り、正答率も 2.8ポイント

上回っている。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値に対し、3.4ポイント 

下回ったが、区平均や全国平均は上

回った。 

目標値に対し、1.6 ポイント上

回った。科学的な見方で自然現象

を考察する力が身に付いている。 

教科全体として区や全国平均

より上回っている傾向はあるが、

物質・エネルギー分野における無

回答率が比較的高い。 

 

 



② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値に対し、2.8ポイント 

上回ったが、領域別でみるとエネル

ギー分野が最も低く、目標値に対

し、4.2ポイント下回った。 

目標値に対し、同程度であった。

科学的な見方で自然事象を考察

する力が身に付いている。 

教科全体として区や全国平均

より上回っている傾向はあるが、

地球分野における無回答率が比

較的高い。 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
目標値に対し、5.9ポイント下回

っている。基本的な知識や実験・観
察をする技能、器具の操作方法など
課題が見られる。 

目標値に対し、1.8 ポイント上
回っている。科学的な見方で自然
事象を考察する力が身に付いて
いる。 

教科全体として区平均より上
回っているが、全国平均よりは下
回っている。エネルギー分野にお
ける無回答率が比較的高い。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

小テストを適宜行い、知識・技能

の定着を行っていく。また、プレゼ

ンテーションソフト等の ICT を積

極活用することで、視覚的に分かり

やすい授業を行う。 

自分の意見を考え、班で話し合

い活動を行う機会を多く設け、実

験の考察において思考・判断・表

現の力を高めていく。 

既習事項の復習を適宜行いな

がら、科学に関するニュースや話

題などを授業の中で取り上げて

いく。実験では自然現象に疑問を

もたせ、理科嫌いをなくしてい

く。デジタル教科書などで動画な

どを見せ、興味・関心を高めてい

く。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
 既習事項の復習を適宜行いなが
ら知識・技能の定着を図っていく。
また、プレゼンテーションソフト等
の ICTを積極活用することで、視覚
的に分かりやすい授業を行う。 

自分の意見を考え、班で話し合

い活動を行う機会を多く設け、実

験の考察において思考・判断・表

現の力を高めていく。 

科学に関するニュースや話題

などを授業の中で取り上げてい

く。実験では自然現象に疑問をも

たせ、理科嫌いをなくしていく。

デジタル教科書などで動画など

を見せ、興味・関心を高めていく。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
授業で使用したプリントやレポ

ートをノートに整理・保管させ、学
習内容の振り返りをしやすい環境
をつくる。定期考査前や長期休業期
間は課題等で反復学習を促し、既習
事項の定着を図る。また、多くの観
察・実験を行い、ICT機器を積極的
に授業に取り入れ、視覚的・体験的
に実験操作を確認できる授業を展
開する。 

観察・実験を中心とした授業を
行い、レポートに結果をまとめて
科学的に考え、わかりやすく表現
する力を育てる。実験のまとめを
行う授業では、班やクラス全体で
自分の考えを発表する機会を増
やす。また、実験を中心とした文
章問題に取り組み、話し合い活動
を行うことで、科学的な思考力を
育成する。 

デジタル教科書、プレゼンテー
ションソフト等のICT機器を積極
的に活用した指導を展開する。科
学に関する話題・ニュース等を取
り上げ、自然事象に関心をもち、
より身近に捉えることができる
ような指導を展開する。また、実
験レポートや定期考査によって、
自己の学習を意欲的に進める力
を育てる。 

 


